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【担当省庁】内閣府、厚生労働省
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２ 人材確保における現状と課題
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待機児童数定員数・利用児童数 （年度）

●保育所等定員数・利用児童数および待機児童数の推移定員数 利用児童数 待機児童数（右目盛）（人） （人）
・施設整備等により定員数が

増え利用児童数も増加

・利用児童数が定員数に達し

ていないにも関わらず、待機

児童が発生

・保育士等不足のため受け入

れができないことが要因と考

えられる

①保育所等の状況

（１）保育士の状況

年年年年 ４月４月４月４月 10月月月月 全産業全産業全産業全産業
(10月月月月)

H29 １．４１ １．５４ １．３８
H30 ２．４０ ２．７１ １．５０

保育士養成施設卒業者等の県内施設への就職促進のため、

平成３１年度より保育士修学資金等貸付事業を実施

１ 本県の現状

②放課後児童クラブの状況

施設整備等により受け皿が拡

大し、登録児童数も４年前の

約１．３倍に増加しているが、

待機児童数も増加傾向が続い

ている。

・保育士の有効求人倍率は全

産業と比較すると高い

・H30年はH29年に比べ高くな

っており、確保が一層厳しくな

っている

①有効求人倍率



国にお願いすること国にお願いすること国にお願いすること国にお願いすること

【県担当部局】福祉医療部こども・女性局 子育て支援課

１ 保育士修学資金貸付等事業について、継続的に事業が実施でき

るよう、貸付原資の積み増し等に必要な財政措置をお願いしたい。

本年１０月からの幼児教育無償化により、保育や放課後児童クラブの利用ニー

ズが一層高まることが想定されるため、保育、放課後児童クラブの人材の確保

に向けてさらに強力に取り組む必要がある

②勤続年数及び賃金

平成２９年賃金構造基本統計調査
・奈良県の保育士は 全国に比べ勤続

年数が２．３年も短く、賃金も低い。

・他産業に比べると、勤続年数は５．７

年短く、賃金は１０万円程度低い。

２ 保育士や放課後児童支援員の給与については、一定の処遇改

善が図られているが、依然として他産業との賃金格差が大きいた

め、さらなる処遇改善をお願いしたい。

また、人件費も積算の要素に含まれている公定価格の算定にお

ける地域区分の設定について、近隣府県と格差が生じないよう見

直しをお願いしたい。また、県内の市町村間における均衡が図られ

るよう配慮されたい。

勤続年数 きまって支給する現金給与額保育士 奈良県 ５．４年 ２２５．１千円全国 ７．７年 ２２９．９千円全産業 奈良県 １１．１年 ３２６．２千円

○平成２９年度キャリアアップ処遇改善加算（Ｈ２９国２次補正で新設）実施状況

対象市町村数 ３３ヶ所中１ヶ所で実施（実施率３．０％）

○平成３０年５月 奈良県実施のアンケート調査において

県内の６４％の放課後児童クラブクラブが、「十分な職員が確保できていない」 と回答

○平成２９年度処遇改善加算Ⅱ実施状況

対象施設 ９４ヶ所中８４ヶ所で実施（実施率８９．４％）

○平成３１年度は新たに

・保育士等支援アドバイザー巡回指導支援事業により、若手保育士の離職防止を図る

・働きやすい職場づくりに向け、園長等を対象に、働き方改革をテーマとした研修会を実施

・経験年数や職務・職責に応じた研修の充実により、キャリアアップの仕組みの構築を支援

保育士の定着促進に向けた取組

が必要

（２）放課後児童支援員等の状況


